
　

廃
棄
物
処
分
場
の
埋
立
て
期
限

　　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
排
出
さ
れ
る

「
ご
み
」
。
市
内
で
2
0
1
7
年
度
に

排
出
さ
れ
た
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
は
、

約
10
万
6
千
2
4
3
t
。
そ
の
う
ち
、

家
庭
ご
み
は
約
6
万
9
千
8
7
7
t
で

す
。
資
源
と
し
て
再
生
す
る
ご
み
を
除

き
、
燃
や
せ
る
ご
み
を
処
理
し
た
後
の

焼
却
灰
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
粗
大
ご

み
な
ど
、
最
終
的
に
残
っ
た
ご
み
は
、

廃
棄
物
処
分
場
で
埋
立
て
し
て
い
ま
す
。

　

現
処
分
場
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資

源
化
に
よ
り
埋
立
て
処
分
量
が
減
少
し

た
た
め
、
地
域
の
理
解
を
得
て
、
埋
立

て
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
が
、
2
0
3

0
年
3
月
に
埋
立
て
期
限
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
計
画
的
に
次
期
処
分
場
の

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
審
議

　

次
期
処
分
場
の
建
設
に
つ
い
て
、
専

門
家
や
公
募
の
市
民
な
ど
で
構
成
す
る

検
討
委
員
会
を
設
置
。
環
境
に
優
し
い
、

効
率
的
な
ご
み
処
理
の
仕
組
み
づ
く
り

と
、
次
期
処
分
場
の
在
り
方
や
そ
の
建

設
候
補
地
に
つ
い
て
審
議
し
、
「
旭
川

市
最
終
処
分
場
整
備
基
本
構
想
」
と「
旭

川
市
最
終
処
分
場
建
設
候
補
地
比
較
評

価
方
法
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度

を
め
ど
に
候
補
地
を
選
び
、
2
0
3
0

年
4
月
か
ら
新
処
分
場
の
稼
働
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
仕
組
み
の
導
入
を
検
討

　　

現
在
は
、
資
源
化
で
き
な
い
燃
や
せ

な
い
ご
み
や
粗
大
ご
み
は
、
そ
の
ま
ま

埋
め
立
て
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
、

将
来
も
大
き
な
処
分
場
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
基
本
構
想
で
は
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
や
粗
大
ご
み
等
の
破
砕
・
選

別
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
ご
み
の
焼
却
、

生
ご
み
な
ど
を
ガ
ス
化
す
る
メ
タ
ン
発

酵
施
設
の
設
置
な
ど
、
新
し
い
仕
組
み

の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
処
分
場
の
埋

立
て
処
分
量
を
減
ら
し
て
い
く
と
と
も

に
、
廃
棄
物
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収

す
る
取
組
み
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
に

配
慮
し
た
経
済
的
な
ご
み
処
理
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
小
規
模
で
ク
リ
ー
ン
な

処
分
場
を
目
指
し
ま
す
。

将
来
の
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
は
？

将来のごみ処理システムのイメージ

現在のごみ処理システム

次期最終処分場の建設に向けて

特集

焼却灰

燃やせるごみ

資源ごみ

最終処分場

近文清掃工場

清掃工場

最終処分場

燃やせないごみ

粗大ごみ

エネルギー回収率の増加
●電気　●熱　●ガス

埋
立
て●資源化できないプラスチック系

　ごみは、燃やせるごみに移行
●燃やせないごみ・粗大ごみ等は、
　破砕・選別して焼却・資源化
●生ごみ・紙ごみは、メタン発酵
　させてエネルギー化

新システムの導入では、埋立量
が2014年度の約２分の１まで
減量できるようになります

焼　却

て
お
り

こ
の
ま
ま
だ
と

き
な
処
分
場
が
必
要
と
な
り

め
基
本
構
想
で
は
、
燃
や
せ

や
粗
大
ご
み
等
の
破
砕
・
選

チ
ッ

ス
チ
ッ
ク
系
ご
み
の
焼
却
、

分
量
を
減
ら
し

立
て
処
分棄

物
か
ら
エ
ネ

に
、
廃
棄組

み
を
進
め
、

す
る
取
組た

経
済
的
な
ご

配
慮
し
たっ

て
、
小
規
模

ム
に
よ
っを

目
指
し
ま
す

処
分
場
を

最終処分場

近近文清掃工場

焼却灰
燃やせるごみ

燃やせないごみ

粗大ごみ

エネルギー回収
●電気　●熱

資源化

埋
立
て

焼　却

収集したごみは
どう処理するの？

資源化プラ製容器包装・
ペットボトルなど

資源ごみ
プラ製容器包装・
ペットボトルなど

破砕・選別

メタン発酵

検討中の
新しい仕組み

プラスチック
系ごみを焼却

※３つの新しい仕組みについては、今年度、さらに検討します。

排約

現在の廃棄物処分場
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【申込】８月６日㈪～31日㈮に廃棄物処分場　59・4646

建
設
場
所
は
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
？

新
処
分
場
は
ど
の
よ
う
な
施
設
に
？

　

屋
根
付
き
の
処
分
場

　

次
期
処
分
場
は
、
環
境
に
優
し
い
施

設
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
埋
立
地
に

屋
根
を
付
け
た
覆
蓋
型
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。

　

屋
根
が
付
い
て
い
る
と
建
設
費
は
割

高
に
な
り
ま
す
が
、
降
雨
の
浸
入
が
な

い
こ
と
か
ら
、
浸
出
水
（
ご
み
の
中
を

通
っ
た
水
）
の
処
理
経
費
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
カ
ラ
ス
の

飛
来
や
ご
み
の
飛
散
が
抑
え
ら
れ
、
環

境
へ
の
負
荷
が
よ
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

処
分
場
以
外
の
利
用
方
法

　

ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を
目

指
し
、
小
・
中
学
生
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
を
対
象
に
、
視
察
や
研
修
を

受
け
入
れ
、
環
境
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
様
々
な
利
用
法
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
覆
蓋
型
の
利
点
と
し
て
、

埋
立
て
終
了
後
に
、
屋
内
施
設
と
し
て

の
利
用
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

●美しい自然の中に、私たちのごみが埋められている
　委員に応募したきっかけは、江丹別の処分場に、個人的な粗
大ごみを初めて持ち込んだことです。処分場はそれまで思って
いたのとは違い、緑に包まれた自然環境の中にありました。こ
の自然の中に、私たち市民のごみが運ばれて埋められていると
いうことに何か複雑な思いを抱き、委員に応募しました。
●迷惑施設からの脱却
　委員会では科学的な言葉が飛び交い、当初は理解するのに苦
労しましたが、池田町の覆蓋型処分場を見学したとき、カラス
がおらず臭いも感じなかったので、これなら設置場所の選択肢
が広がると感じました。また、できる限り環境に負荷を与えな
いプラスチック系ごみの焼却技術が進歩していることも知りま
した。最新の処理システム導入と同時に、私たち市民もごみ削
減に取り組むことで、排出量が大きく変化すると思います。

市
民
の
一
人
と
し
て

ご
み
へ
の
意
識
が

変
わ
り
ま
し
た

　

建
設
地
の
選
定
方
法

　　

最
終
処
分
場
は
、
市
民
生
活
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。
建
設
地

に
対
す
る
市
民
の
関
心
も
高
く
、
選
定

に
つ
い
て
は
客
観
性
・
透
明
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
終
処
分
場
整

備
検
討
委
員
会
で
は
、
客
観
的
に
建
設

候
補
地
を
選
定
す
る
た
め
に
、
評
価
項

目
や
配
点
・
評
価
の
過
程
を
明
ら
か
に

し
た
「
最
終
処
分
場
建
設
候
補
地
比
較

評
価
方
法
」
を
策
定
。
ど
の
よ
う
な
条

件
や
方
法
で
建
設
候
補
地
を
選
ぶ
の
か

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

候
補
地
か
ら
除
外
す
る
地
域

　

関
係
法
令
の
規
制
に
よ
り
、
最
終
処

分
場
の
建
設
を
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
次
の
よ
う
な
地
域
は
、
候
補
地
か

ら
除
外
し
ま
す
。　
　

●
土
地
利
用
計
画

●
防
災

●
環
境
保
全

●
文
化
財
保
護　

等
に
係
る
地
域

　

様
々
な
視
点
か
ら
の
評
価

　

検
討
委
員
会
で
策
定
し
た
基
本
構
想

に
お
け
る
基
本
方
針
「
環
境
負
荷
の
低

減
」
「
地
域
社
会
と
の
融
和
」
「
経
済

性
」
を
踏
ま
え
て
、
評
価
項
目
と
配
点

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

住
居
系
用
途
や
水
源
へ
の
影
響
な
ど

に
配
慮
し
た
上
で
、
市
内
全
域
か
ら
、

最
終
処
分
場
を
建
設
す
る
地
域
を
絞
り
、

左
に
あ
る
よ
う
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
や

生
活
環
境
な
ど
の
７
項
目
に
よ
っ
て
評

価
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
を
め
ど
に
候
補
地
を
選
定

　

評
価
結
果
に
よ
り
、
今
年
度
を
め
ど

に
建
設
候
補
地
を
選
定
し
ま
す
が
、
単

に
合
計
得
点
の
順
位
で
は
な
く
、
項
目

ご
と
の
得
点
を
比
較
検
討
し
て
選
定
を

進
め
ま
す
。

ごみ処理基本計画目標値
基準年度
2014年度

118,548t

77,833t

20,914t

935g

23.2%

総排出量※

焼却処理量

埋立処分量

1人1日当たりの排出量※

リサイクル率

中間目標
2019年度

112,800t

70,000t

19,000t

920g

25.0%

最終目標
2027年度

100,000t

62,000t

11,000t

880g

30.0%

※家庭ごみ、事業系ごみ、集団回収の総量。

わ　だ　　 とおる
最終処分場整備検討委員の
和田　亨さん

覆蓋型処分場の外観。市では、敷地面積40,000㎡（スタルヒン球場1.6個分）、
埋立容量161,000㎥の覆蓋型処分場を想定

覆蓋型施設の断面図。埋立地は屋根で覆われている

最終処分場整備検討委員会で、次期処分場の在り方と
候補地選定の方法について審議

覆蓋型処分場の内観（士別市一般廃棄物最終処分場）

施設整備基本構想を策定

候補地比較評価方法を策定

地域協議を進める

基本計画を策定・環境影
響評価・基本設計・用地
取得・測量・地質調査

実施設計を予定

建設工事を予定

施設供用を予定

2016年

2017年

　

2027～
2029年

●候補地選定の評価項目

●整備スケジュール

廃棄物処分場見学会
内容　埋め立て中の廃棄物処分場と、埋立てが終
了した中園処分場の見学
とき　９月４日㈫・５日㈬　午後１時～４時30分
集合場所・定員　総合庁舎前・各日20人

〈特集〉収集したごみはどう処理するの？

検討委員になって

1温室効果ガス

環境・動植物への影響、河川類系、
農業水源等への影響

住宅や公共施設との距離、
住宅数など

温室効果ガスの発生量

4建設維持管理
建設維持管理費

5法令規制
法令による規制ほか

6環境教育・跡地利用
アクセス性、跡地利用の可能性

7用地
用地取得の容易性

2生活環境

3自然環境

出前講座も受付中！

2019～
2022年

2023～
2025年

2026年

2030年

市民委員会や町内会などから申込みがあれば、
職員が出向いて、市のごみ処理体制や次期最
終処分場の基本構想等について説明します

十勝圏複合事務組合・うめ～るセンター美加登（池田町）
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【申込】８月６日㈪～31日㈮に廃棄物処分場　59・4646

建
設
場
所
は
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
？

新
処
分
場
は
ど
の
よ
う
な
施
設
に
？

　

屋
根
付
き
の
処
分
場

　

次
期
処
分
場
は
、
環
境
に
優
し
い
施

設
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
埋
立
地
に

屋
根
を
付
け
た
覆
蓋
型
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。

　

屋
根
が
付
い
て
い
る
と
建
設
費
は
割

高
に
な
り
ま
す
が
、
降
雨
の
浸
入
が
な

い
こ
と
か
ら
、
浸
出
水
（
ご
み
の
中
を

通
っ
た
水
）
の
処
理
経
費
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
カ
ラ
ス
の

飛
来
や
ご
み
の
飛
散
が
抑
え
ら
れ
、
環

境
へ
の
負
荷
が
よ
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

処
分
場
以
外
の
利
用
方
法

　

ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を
目

指
し
、
小
・
中
学
生
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
を
対
象
に
、
視
察
や
研
修
を

受
け
入
れ
、
環
境
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
様
々
な
利
用
法
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
覆
蓋
型
の
利
点
と
し
て
、

埋
立
て
終
了
後
に
、
屋
内
施
設
と
し
て

の
利
用
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

●美しい自然の中に、私たちのごみが埋められている
　委員に応募したきっかけは、江丹別の処分場に、個人的な粗
大ごみを初めて持ち込んだことです。処分場はそれまで思って
いたのとは違い、緑に包まれた自然環境の中にありました。こ
の自然の中に、私たち市民のごみが運ばれて埋められていると
いうことに何か複雑な思いを抱き、委員に応募しました。
●迷惑施設からの脱却
　委員会では科学的な言葉が飛び交い、当初は理解するのに苦
労しましたが、池田町の覆蓋型処分場を見学したとき、カラス
がおらず臭いも感じなかったので、これなら設置場所の選択肢
が広がると感じました。また、できる限り環境に負荷を与えな
いプラスチック系ごみの焼却技術が進歩していることも知りま
した。最新の処理システム導入と同時に、私たち市民もごみ削
減に取り組むことで、排出量が大きく変化すると思います。

市
民
の
一
人
と
し
て

ご
み
へ
の
意
識
が

変
わ
り
ま
し
た

　

建
設
地
の
選
定
方
法

　　

最
終
処
分
場
は
、
市
民
生
活
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。
建
設
地

に
対
す
る
市
民
の
関
心
も
高
く
、
選
定

に
つ
い
て
は
客
観
性
・
透
明
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
終
処
分
場
整

備
検
討
委
員
会
で
は
、
客
観
的
に
建
設

候
補
地
を
選
定
す
る
た
め
に
、
評
価
項

目
や
配
点
・
評
価
の
過
程
を
明
ら
か
に

し
た
「
最
終
処
分
場
建
設
候
補
地
比
較

評
価
方
法
」
を
策
定
。
ど
の
よ
う
な
条

件
や
方
法
で
建
設
候
補
地
を
選
ぶ
の
か

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

候
補
地
か
ら
除
外
す
る
地
域

　

関
係
法
令
の
規
制
に
よ
り
、
最
終
処

分
場
の
建
設
を
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
次
の
よ
う
な
地
域
は
、
候
補
地
か

ら
除
外
し
ま
す
。　
　

●
土
地
利
用
計
画

●
防
災

●
環
境
保
全

●
文
化
財
保
護　

等
に
係
る
地
域

　

様
々
な
視
点
か
ら
の
評
価

　

検
討
委
員
会
で
策
定
し
た
基
本
構
想

に
お
け
る
基
本
方
針
「
環
境
負
荷
の
低

減
」
「
地
域
社
会
と
の
融
和
」
「
経
済

性
」
を
踏
ま
え
て
、
評
価
項
目
と
配
点

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

住
居
系
用
途
や
水
源
へ
の
影
響
な
ど

に
配
慮
し
た
上
で
、
市
内
全
域
か
ら
、

最
終
処
分
場
を
建
設
す
る
地
域
を
絞
り
、

左
に
あ
る
よ
う
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
や

生
活
環
境
な
ど
の
７
項
目
に
よ
っ
て
評

価
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
を
め
ど
に
候
補
地
を
選
定

　

評
価
結
果
に
よ
り
、
今
年
度
を
め
ど

に
建
設
候
補
地
を
選
定
し
ま
す
が
、
単

に
合
計
得
点
の
順
位
で
は
な
く
、
項
目

ご
と
の
得
点
を
比
較
検
討
し
て
選
定
を

進
め
ま
す
。

ごみ処理基本計画目標値
基準年度
2014年度

118,548t

77,833t

20,914t

935g

23.2%

総排出量※

焼却処理量

埋立処分量

1人1日当たりの排出量※

リサイクル率

中間目標
2019年度

112,800t

70,000t

19,000t

920g

25.0%

最終目標
2027年度

100,000t

62,000t

11,000t

880g

30.0%

※家庭ごみ、事業系ごみ、集団回収の総量。

わ　だ　　 とおる
最終処分場整備検討委員の
和田　亨さん

覆蓋型処分場の外観。市では、敷地面積40,000㎡（スタルヒン球場1.6個分）、
埋立容量161,000㎥の覆蓋型処分場を想定

覆蓋型施設の断面図。埋立地は屋根で覆われている

最終処分場整備検討委員会で、次期処分場の在り方と
候補地選定の方法について審議

覆蓋型処分場の内観（士別市一般廃棄物最終処分場）

施設整備基本構想を策定

候補地比較評価方法を策定

地域協議を進める

基本計画を策定・環境影
響評価・基本設計・用地
取得・測量・地質調査

実施設計を予定

建設工事を予定

施設供用を予定

2016年

2017年

　

2027～
2029年

●候補地選定の評価項目

●整備スケジュール

廃棄物処分場見学会
内容　埋め立て中の廃棄物処分場と、埋立てが終
了した中園処分場の見学
とき　９月４日㈫・５日㈬　午後１時～４時30分
集合場所・定員　総合庁舎前・各日20人

〈特集〉収集したごみはどう処理するの？

検討委員になって

1温室効果ガス

環境・動植物への影響、河川類系、
農業水源等への影響

住宅や公共施設との距離、
住宅数など

温室効果ガスの発生量

4建設維持管理
建設維持管理費

5法令規制
法令による規制ほか

6環境教育・跡地利用
アクセス性、跡地利用の可能性

7用地
用地取得の容易性

2生活環境

3自然環境

出前講座も受付中！

2019～
2022年

2023～
2025年

2026年

2030年

市民委員会や町内会などから申込みがあれば、
職員が出向いて、市のごみ処理体制や次期最
終処分場の基本構想等について説明します

十勝圏複合事務組合・うめ～るセンター美加登（池田町）
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【申込】７月20日㈮から容器包装削減推進連絡会（廃棄物政策課内　　
25・6324）

　

積
み
重
ね
が
大
き
な
力
に

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
循
環
型
社
会

の
形
成
を
目
指
し
、
ご
み
の
減
量
・
資

源
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
次
期
処
分
場
の
建
設

に
当
た
っ
て
は
、
最
終
埋
立
量
を
大
き

く
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
な

ご
み
の
分
別
方
法
の
導
入
な
ど
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
重
要
な
の
が
、
市
民

の
ご
み
減
量
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と

実
践
で
す
。
一
人
一
人
の
小
さ
な
積
み

重
ね
が
、
ご
み
減
量
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
減
量
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

全
て
の
ご
み
を
資
源
化
で
き
な
い
限

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
処
分
場
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
次
期
処
分
場
は
、
環

境
負
荷
の
低
減
や
経
済
性
を
十
分
考
慮

し
、
地
域
社
会
と
融
和
し
た
施
設
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。
豊
か
な
自

然
を
次
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
環
境

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
詳
細
】
廃
棄
物
処
理
課
廃
棄
物
処
分

場　

59
・
4
6
4
6

　町内会のみんなで協力し、安全
・衛生・利便性を考えて、ごみス
テーションを改修した結果、町内
会の違反ごみが激減しました。適
切な分別によって、ごみは資源に
なります。清潔で住みよい町内会
のモデルになるように取り組みた
いです。

空き缶・瓶、ペットボトル、プ
ラスチック製容器包装は分別を

コーヒーがらを冷蔵庫や灰皿に
入れておくと脱臭効果あり

必要な量だけ買えて無駄がなく、
容器のごみも減らせます

生ごみの80%は水分。水分が減
ると、焼却費用やCO2の削減に

無理なく食べられる分を作って、
食べ残しを出さないように

ごみになるラップより、何回も
洗って使える容器の使用を

一
人
一
人
の
取
組
み
が
大
き
な
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す

ごみの減量
私も実践しています

分別して
ごみを資源に

たかもり　すえはる

髙森末春さん

　最初は数人で始めた瓶や缶の仕
分けやリングプル収集ですが、徐
々に参加者の輪が広がっていき、
環境への貢献だけでなく、地域の
つながりにもなっています。学生
服や自転車など、まだ使える不用
品を持ち寄って、地区センターで
のリサイクル運動も行っています。

ごみを通して
つながりが
強まった

さとう　いくひろ

佐藤郁弘さん

分別してリサイクル コーヒーがらは脱臭剤に

ばら売り・量り売りの利用を 生ごみは水を切ってから

料理は食べられる分だけに 繰り返し使える容器に

簡単にできるごみ減量

とき　８月23日㈭　午後１時～４時
見学先　ＡＣＰＲファクトリー、日本製
紙北海道工場旭川事業所
定員・料金　20人・50円

※3Rとは Reduce（減らす）、Reuse（再使用）、Recycle（再生利用）の頭文字。

〈特集〉収集したごみはどう処理するの？

3Ｒくるっと
バスツアー

スリー

リデュース リユース リサイクル

啓明町内会
ごみ適正排出協力員

神楽岡４区北町内会
神楽岡地区市民委員会総務部長理事
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